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１. はじめに 

大規模な地震が発生すると，山腹斜面で斜面崩壊が発生する(以後地震での土砂の移動

を一次移動と呼ぶ)。降雨時とは異なり水分が少ないために，崩壊土砂は山腹斜面に堆

積しやすい(＝堆積土砂)。堆積土砂は地震後の降雨(＝地震後降雨)で再度移動するこ

とがある(＝二次移動)。堆積土砂の二次移動に着目した研究は少なく，その実態はよ

くわかっていない。もし二次移動に関わる地形条件等の要因を明らかにできれば，堆

積土砂の危険度の評価も可能になる。そこで本研究では，堆積土砂の二次移動に関わ

る要因を明らかにすることを目的とする。 

２. 方法  

空中写真及び航空レーザー測量(＝LP)データを利用して

崩壊地を判読，また同時に地形量やその他オープンデータ

を算出・利用して要因分析を行った。崩壊地の判読はイベ

ント(地震・地震後降雨)前後の空中写真を比較し，裸地化

している箇所を崩壊地として抽出，そのうち LP データか

ら得られた数値標高モデル(＝DEM)で 1m 以上の標高の減

少・増加が見られた箇所をそれぞれ発生域，堆積域と

した。一次移動での堆積域に着目し，要因を分析した。

二次移動の有無の判定に関しては，空中写真と LP の

確認から，表-1 のように分類した(表-1)。空中写真で

のみ二次移動が確認できた表層移動については，今回

は二次移動がなかったとみなす。 

３. 結果・考察 

一次移動の堆積域の判読数

は 271 個で，そのうちの 52％

が二次移動していた(表-2)。

また，堆積土砂が地震時崩

壊発生斜面外での地震後降

雨による崩壊の影響を受け

たかどうか(＝外的要因の有無)で分けた場合，65％は外的要因がなく，そのうちの 7

割は二次移動しなかった。二次移動の有無という観点では(表-3)，外的要因の有無に

かかわらず規模の小さい崩壊ほど二次移動しづらい。曲率は二次移動の有無で特徴は

見られず，一次移動の時点で凹型の地形に堆積しやすいのみであった。勾配は域内移

動のみやや小さいが，二次移動が発生している以上，二次移動の発生の有無には，一

次移動の停止勾配の影響は小さいと考えられる。 

表-3 外的要因の有無別の分類群の平均値  

表-2 地震の崩壊個数  

表-1 二次移動の判定  


